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人 は ノ｀ こン だ け で な き る の で しま な く

「 イエス は答 え て言 われ た。『 人 はバ ンだ けで生 きるのではな く、神 の 目か らでる一 つ一

つのことばによるJと 書ヤ、であ .,J・ (マ タイの福青臀4:4)

)・

「朽ちることのな |｀ まを天に311み上げなぎャヽ。そ.こ に'は 、盗人も近寄らず、しみもり
・ヽ
ため

ることがありません.あ な.た の定のあるところに、あ奪たの0も あらからです。」

(ルカ の栖音書
.12133‐
34)

r軍 のXrrを 見なさい。精薄きもせず、刈 り入れもせず、倉慮納める■とも |ま tん .・ けれ
どヽ、あなたがたの天の父がこれを姜ってぃてくださるのです。あなたがたは、鳥よりも

もっとす ぐれたものではありませんか。・・:野 のゆりがどうして育つのか、よくゎきまえな

。さぃ。rllき もせず、紡ぎもしません.し かし、栄撃を窮めたソロモン●さ
・
え、このような

花一つほどにも着飾って鮮いませんでした。きょうあっても、あすは炉に投げ込まれる野

の革事え、挙|は これ|工 どに整ってくださるのだから、.ま してあなたがたに、よくしてくだ
さ らな いわ けが あ りま しょうか。.」 (マ タ イの福 音書 6:26‐30)

医 精 を 必 要 と す る の は

「 イエ ス は彼 らに こう言 われた 。 r医 者 を必 要 とす るの は文夫 な者 ではなく 、膚人 です。
わた しは,正 し、

い人 を招 くた めで はな ヽ、昇 人 を招 くため に来 たの、です .J」      ・

〈マル コのfI青 書 2:17)[

ぶ端魚,事
rす べて、疲れた人、重荷を丸づている人 lt、 わたしのところに来なさい,ゎ たし/」 tぁ な
たがだを休ませてあげます。J(マ タイの41普書11:23)
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~O希
望 ■ヒ 見 出 だ す

「も しも私が、 r私 の足はようけていますJと 甘つたとすれば・、主よ、あなたの恵みが私

をきさえてくださいますように。私のうちで、思い煩いが J・Iす とき、あなたの思めが、率

の。た事しいを書ばしてくださいますように.」 |(詩篇94:1840)

友 人
'に
藁 切 ら れ た と き      し

「 も し兄弟が罪を泥したなら、彼を戒めなさい。そして悔い改めればハ激しなさい.か り。

に、あなたに対して二日に七度舜を犯 しても、.『侮い改めます」と言って七度あなたのと
°
こ'ろ に来るなら、漱してやりなさい。J(ルヵづ福普書17:3‐ 4)
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'と い、死の陰の谷七渉くごとがあつても、わたし|ま わざわいを抵れません。あなたが

れとともにおられますから.あ なたのむちとあなたの杖、それが私の慰めです。」
(詩鷺,こ :め

¬ 腱 れ な し ・ヽTIに
,「私 は身 を横たえて、眠る.私 はまた 目をさます.主力|さ さえてくださるから.・ 私を取り
IEん でいる幾万の出をも私は恐れな い。」 (詩篇3:5-6)       ., ・

畿緩亀翌堅キl本       め に

「あなたがたの思い顔いを、いもさぃ神にゆギねなさい。神があなたがたのことを心配し,

てく.ださるからです。J(ベ テロの手紙第-5:7)
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「イスラエルの失われた部族J
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ヨセフ・アイデルバーグ(1916-1985)J=フ・√イアノレハー7いり10-iVOり
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■貸繁篭解著丁F■軋京都議玉神社神官見習い  天の岩戸の話―天照大神に出て

「ひい、ふう、みい……」来て下さいとお願いしたヘプル語
i通凶畠発h鐵凪握左αi…ウズマサ鶴翻蘇我 我は蘇つた

赫姜葉量ぶ垂装量主L二1藁三二二五墓墓墨二二塁二五五1 4鮮鐵辮書1毎年評宅り疑窪饗準撃′港暮鶴 :

ヘブライ大学前学長シロニー教授の手により、正確性が確認されています。

日本のイサクの祭り

長野県諏訪大社「御頭祭J

前宮と本宮「守屋山J→「 モリヤ山」(Iルサレム)
別名「 ミサクチの祭J

ヘプライ語「 ミ
。イサク・ティンJイ サク奉献に出来

の意味 若干なまったもの
神道「汚れJと ユダヤ教「汚れ」の意味が似ている
例えば「死人」に触れて「 ,苛れたJと され、潔ぎを
して塩や水で清めるなど '

の王ナサ'レのイエス)か ら来た
電子 馬小屋の子
磁漱im蟻霧輌
「我は蘇りであり命であるJ

ヘプライ語 ('マリヤの工、ヤハウェのヘプル民族の高尚な漬」授者)I

日本語
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工、王国
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カフリ   ¬DD  ` 餃いをする者 . ニオイ
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鶴     (臨 ) 'ハスカ  ■51犠ロ ご住居

ミツグ  110b
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』本語 (大和営業)とヘプリ12證の独盤表
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ナマル 灘ヒる ナマル ・¬い」


